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イベント
市民が利活用できる
ようにサポート 市民が自発的に利活用

・ロードマップによる着実な業務連携 ・初期段階での綿密な打ち合わせ
・対話によるプロセスを重視した合意形成
・品質目標の明確化と確実なコストコントロール

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
R3年度

1 2 3
R2年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
R4年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
R5年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
R6年度～

・調整統合型の設計プロセス
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仮囲いに掲示

島津義弘公のお膝元である加治木はさまざまな史跡や、加治木石の石垣など歴史的な風景の残る、古来からの要所でした。
その、加治木も平成７年頃を境に65歳以上の人口が15歳未満の人口を上回り、少子高齢化が大きな課題となっています。

特に重視する配慮事項

業務実施方針

３つのサークル・コンセプト

人の集まりとしてのサークル

プロセスの円環としてのサークル

開かれた形態としてのサークル

同じ加治木に住んでいる、同じ年代、
同じ趣味・・・何かの接点を持つ人達
が集まることで。そこに生き甲斐や価値
が生まれます。

複数の人の集まりが一つの場所に集ま
り可視化されることで、そこに新たな接
点と価値が生まれます。円形は活動を
表出する機能を担うとともに、市民に開
かれた施設であることの象徴となります。

人が集まり、つながる、そのプロセスが
円環を描くように廻り続けることで、加
治木というまち自体が、より住み良く、
より魅力的なものになっていきます。
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2.

3.

太陽光発電パネル

吹抜を利用した
自然換気

非常時の避難スペース

庇による日射調整 防環

防

環

環

様々な災害に対応できる、地域防災拠点機能を備える庁舎

自然エネルギーを活用し、環境負荷の低減に配慮 ライフサイクルコストの縮減、経済性に配慮

十分な耐震性能を有し、安全性の高い庁舎

0.9mモジュールとの相性が良く、効率的な7.2mグリッドのRCラーメン構造を基本とします。免震構造は規模や階数から面積あ
たりのコスト負担が大きいことから、基本的には耐震構造としながら、大地震動後も行政機能を維持するための十分な強度を確保
します。必要な部分には局所的な床免震構造等の採用を検討し、設備系統の被害を抑制します。
また、液状化危険度の高い地域であることから、地盤について慎重に検討し、最適な工法を選択します。

断熱性能を高めるとともに、自然エネルギーを積極的に活用するパッシブ手法と、設備等の新しい技術を取り入れるアクティブ
手法を併用し、環境負荷を低減しながらライフサイクルコストの縮減に配慮した、環境調整型の庁舎を目指します。

　　   パッシブ手法の検討
・RCの蓄熱性をメリット化しヒートアイランド抑制にも繋がる外断熱工法と内断熱工法との適所採用及び高断熱ガラスの標準採用による熱負荷の低減
・吹抜けや階段室を環境ボイドとした自然換気と自然採光の活用　　・夜間の冷気取り込みによるナイトパージ　・雨水貯留槽による雨水利用
・庇やバルコニーによる日射調整　　・西面の開口部の絞り込みと外付けブラインドの採用、外壁通気構法等による熱負荷の低減

　　   アクティブ手法の検討
・太陽光発電パネル及び蓄電池の設置　　・全館LED照明、人感センサー・昼光センサーの採用　　・使用エネルギーの見える化及びスマート化
・高効率ヒートポンプ、CO2センサー、全熱交換換気システムの採用　　・節水型衛生器具の採用

　　その他コスト削減手法の検討
・構造の経済スパンの採用とそれによる階高・天井高さの合理化
・バルコニーによる外壁・ガラス面のメンテナンスコスト削減
・耐久性の高い建材の利用や躯体の温度変化抑制による長寿命化
・住民参加のメンテWSによるメンテナンス意識と技術の向上
・機能共有による床面積の合理化(現案2,562㎡。今後の協議により縮小も検討)

環 コ

環 コ
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　　 地域防災の手法防
・本庁やその他機関との連携を図る情報通信設備を備えた防災室の設置　　・災害に迅速に対応できるように消防詰所を別棟で主要道路側に独立配置
・備蓄倉庫やサーバー室を2階に配置　　・サーバー室等は無停電・床免震構造とする　　　・2階全体を災害時の支援スペースとして利用可能に
・多目的ホールは1階に配置し駐車場やにぎわい広場と合わせて災害支援活動の拠点とする　・災害時に炊き出しができるコミュニティキッチンやかまどベンチ
・背面の目立たない位置にマンホールトイレを設置　　・家具や什器等には転倒や物の落下を防ぐ耐震金物等を採用
・設備として2回線受電設備、非常用発電設備、太陽光発電パネル、非常用排水槽、雨水貯留槽の採用を検討

非常時の避難スペース防
非常時に災害対策本部
として利用

防

防潮板・ガード板防
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そこで加治木を持続可能なまちとするために、子どもにやさしいまちの文化をはぐくんでいく、
コミュニティ・サークルとしての庁舎を提案します。
そのために、３つのサークルのコンセプトを軸として、
・子育て世代にやさしい庁舎
・子どもが地域の中で健全に学び育つ庁舎
・さまざまな世代の市民が参加し、みんなではぐくむ庁舎
を目指します。
取り組み体制、設計チームの特徴

設計工程を含む事業全体のロードマップ

鹿児島で40年以上の実績を持つ設計事務所と、県外も含め
た多様な経験を持つ設計事務所とが共同でプロジェクトを進めま
す。また、公共施設設計の経験豊かな各担当技術者や、まち
づくりや市民との対話経験の豊富なまちづくりコーディネーター
を協力者として配置することで、市民・関係者と一体となってプロ
ジェクトを進行します。

庁舎が有効に活用されるためには、ハード面（建物）と同様に主体的な市民活動を育むよう
なソフト面も含めたロードマップを組み立てることが必要だと考えます。そのために、関係者と協
議しながら多様な方策を検討したいと思います。

ソフト面も含めた方策の検討
・設計者、市民、行政で計画から完成までのプロセスを共有　　・先行事例の研究会や講演会
・結論ありきの誘導型ではなく、さまざまな意見を「設計の密度を上げる契機」と捉え、総合的に調整を加え
 ていく調整統合型設計プロセスの採用
・運営までを見据えた設計者、市民、行政によるプロジェクト会議(デザイン会議や企画・運営会議）の実施
・ワークショップ(以後WS)や会議、まち歩きなどを通じた地域資源、人材の発掘や関係性づくり
・建物の模型やCGなどを使った「使い方会議」　　・小中学校と連携した「私のほしいたてものコンテスト」
・実際に施工体験を楽しみ、”我が事感”や愛着を感じてもらう塗装WSやメンテナンスWS 市民・関係者も一体となったプロジェクト進行

姶良市

市民・関係者

意匠A

構造 設備
まちづくり

意匠B
それぞれの経験と専門性を活かしたプロフェッショナルチーム

長年の実績に基づく経験と多様な経験との掛け合わせ
防災積算

基本課題①　 　　：地域防災拠点としての施設

基本課題② 　　　：環境に優しい施設　　　　：経済的な施設

日々、市民に寄り添った行政サービスを提供するとともに、災害等の非常時にも行政機能を維持し、市民の暮らしを支え続ける
「信頼の砦」としての庁舎を目指します。また、近年のゲリラ豪雨や予測困難な災害、万が一の洪水時にも行政機能を損なわない
ように配慮します。

防

環 コ



配置図・1階平面図 S=1/700

2階平面図

すべての利用者にとって、使いやすい庁舎 市民に開かれた親しみやすい庁舎

窓口サービスの向上による利便性の高い庁舎

すべての利用者にとって、わかりやすい庁舎

市民の活動を支え、まちづくりの拠点となる庁舎

市民の学習や健康推進、子育てを支援するための庁舎

行政組織や市民ニーズの将来的な変化に柔軟に対応できる庁舎

快適な執務空間の確保された職員の動きやすい庁舎

複合機能の導入による利便性の高い庁舎

庇に隣接する駐車場からは
車の運転席から車椅子へと
雨に濡れずに乗降できる

散策路にはベンチやテーブルを
分散配置し、気軽に休憩したり
利用しやすい雰囲気をつくる

36,000冊程度収蔵可能な図書室と学習カウンターで市民の
生涯学習をサポート。外周部にも学習用のカウンターを設置
し活動を可視化する

プライバシーを守り記載しやすい記載台
車椅子用の高さのものも設置プライバシーに配慮した仕切り板

ユ

まユ

サ
サ 車椅子対応カウンター

落ち着いて相談できるローカウンター

クイックサービスが可能なハイカウンター

ユ
サ

サ

ユ
担当課の位置が
わかりやすいサイン

ユ サ

わかりやすい番号案内

点字ブロックや音声案内
による誘導

多言語による
わかりやすい案内板

ユ

ユニバーサルデザインの精神に則り、見通しの良い明快な動線、わかりやすいサイン、
多言語対応の案内板、点字ブロックや音声案内による誘導など、すべての利用者が
わかりやすい庁舎を目指します。
車椅子、オストメイト、LGBT
親子等、さまざまな人が利用
可能なだれでもトイレと機能が
わかりやすいピクトサイン

車椅子対応
の手洗い

手荷物を置ける
荷物台

比較的自由の効く車椅子の方でも
利用可能なトイレブース

ユ

市民に開かれた親しみやすい庁舎とすることで、市民の生活に彩りを与え、加治木に住
むことに誇りを感じられるような日常の一端を担う庁舎を目指します。

　　親しみやすい庁舎とするための手法ま

・滞在機会の多いロビーにミニギャラリーや情報発信コーナーを配置　　・加治木石等の活用
・閉庁時にも利用でき、さまざま使い方のできる多目的スペースやフリースペースを分散配置
・散歩コースになるような緑と散策路　　・加治木の「柁の木伝説」壁画
・気軽に利用しやすいベンチやデッキなどの屋外スペース　　・コミュニティキッチンの設置と活用
・多世代が自然に集うような和室　　・さまざまな世代の多様な活動が見える空間構成

市民の生活の根幹をなす、学習、健康推進、子育てを支え、応援する庁舎とします。

・図書館と学習スペースの一体化と居心地の
　良い空間づくり
・子どもの遊び場と屋外デッキ、絵本の部屋
　など子どものためのスペースを確保
・駐車場側入口近くの分かりやすい位置に保
　健センターを配置
・学習活動や料理教室、運動教室等の活動
　が可能な多様な部屋を用意
・南側広場の散歩/ジョギングコースやグラウ
　ンド、多目的ホール、健康広場など
・子どもの遊ぶ様子や学習の様子が互いに感
　じられるような空間構成

　　学習・健康・子育てを支援する手法ま

木の遊び場

絵本の部屋内外を歩く人にも遊ぶ様子が見える

子どもスペースの利用方法は・親子で利用　・一時預かり
・ボランティア団体や運営者による見守り等を検討

窓口サービスを向上し気持ちよく利用できる庁舎にすることで、心理的なバリアを取り払
い、市民による活用を促します。また、安価に構築可能なスマートフォン等と連携した
利便性の高い案内システムを検討します。

　　 窓口サービス向上ための手法サ

ユ

光庭と連続した吹抜けを設けることで、採光と通風を確保。
居心地の良い場所を学習コーナーに割り当てます。

　　　  機能連携の活用例

・窓口の待ち時間→子どもの遊び場へ
　　　　　→図書室→フリースペースで読書
・保健センターで相談→多目的室で行われ
　るヨガ教室を予約
・ギャラリーで作品展示→たまたま窓口に来
　た人がファンに
・情報コーナーで加治木の歴史に触れる→
　図書室で関連図書を探して深堀り
・フリースペースで学習や仕事→チャレンジキ
　ッチンでコーヒーを買う→屋外デッキで休憩
・友達と学習コーナーで宿題→和室で囲碁
　の対局が目に入る→囲碁体験
・多目的室でイベント→コミュニティキッチンを
　使ってケータリングサービス利用
・健康づくりのために散策路を散歩→子ども
　が遊ぶ姿に元気をもらう→読み聞かせのボ
　ランティアに参加　　　　など

サ

効率性が高く、機能連携の図りやすい庁舎

管理区分に関しては、行政機能・子ども関連
・図書室・共用部に区分しつつも空間的な一
体感を損なわないように配慮します。
また、運用・サービスとしては、機能連携による
利便性を最大化するように、管理区分を超え
た連携ができる協力体制も必要と考えます。

機

防

ワンストップサービスを提供する
どこでもカウンター

支
援

対
話

待
合

小

大

背面及び西側に、会議・休憩・コピー等の
執務支援スペースを集約し職員で共有する。

小さな相談事や
ちょっとした会議
に利用

執
務

書架配置で心理
的バリアをつくり、
段階的にセキュリ
ティレベルを高め
ます。

受付システムによって市民
を目的にあった席へと案
内し職員動線を合理化。

支援スペースを効率的に
使用するための職員動線

ワンストップサービスを提
供するための職員動線

机の奥行きを抑え、職員
同士の対面を避ける雁行
デスクユニット。

ゾーン

セ
キ
ュ
リ
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ベ
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執務室は、動線とゾーニングを明確にすることで、空間を有効利用しつつ、業務の効率
化と市民サービスの向上を図ります。また、行政事務に必要な開放性と閉鎖性をともに
満たせるように、書架配置などで段階的にセキュリティレベルを高める配置とします。

機

機

機 サ サ 機

サ 機

機

機

本施設が、将来にわたり市民活動の拠点であり続けるためには、行政組織や市民の将
来的なニーズに対応できることが大切です。そのために、可変性の高いフレキシブルな
庁舎を目指します。

　　フレキシブルな庁舎とするための手法
・平面計画上も汎用性の高い7.2ｍグリッドを基本とした構造計画及びスケルトン・インフィル方式
による可変性の確保
・壁による区画を極力抑え、機能を特化しすぎない、緩やかにつながる空間構成とすることで、簡単
な什器の設置や移動、運用方法の調整などで空間の利用方法を細かに調整可能とする
・行政組織の改変等にも柔軟に対応できるように、執務スペースを一か所に集約

機

職員動線

職員動線

市民動線

休憩室

宿直室

更衣室

書庫
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会議
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備蓄倉庫

防災室

デッキ
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多目的

フリー
スペース

駐車場

駐輪場

職員・関係者駐車場

バイク

主入口

木の遊び場

絵本の
部屋

保険
センター

男WC

授乳

収納
休憩

図書室

情報
ギャラリー

執務室

女WC
多WC

学習コーナー

多目的ホール

和室

多目的ギャラリー

会議
相談

男WC女WC

多WC

デッキ

光庭

キャットウォーク

だんだんデッキ

こどもの
庭

吹抜

吹抜

設備スペース

消防詰所

書庫

更衣室

宿直

職員・関係者駐車場

健康広場

吹抜

収納 収納

サーバー

椋鳩十文学記念館へ

駅・商店街へ

収納収納収納収納

観覧デッキ

職員入口

学習カウンター

にぎわい広場

N
ま サ

検診車やバスなどの
ための溜まりスペース サ

ま
ホールと一体利用も可能な
にぎわい広場とだんだんデッキ。
マルシェや演奏会他、多様な
イベントを開催したり、ダンスの
練習をしたり、お弁当を食べたり。
災害時の防災拠点にもなる

防

ま防

スポーツやイベントなど多様な用途で
活用できる多目的ホール。
にぎわい広場やだんだんデッキと一体で
利用も可能。
災害時には防災拠点となる

災害に迅速に対応できるよう
消防団詰所は別棟で配置

郷土料理研究、料理教室、こども
食堂期間や曜日限定のチャレンジ
キッチン、災害時の炊き出しなど、
多様な使い方を想定

駅・商店街側の道路に合わせて駐車場入口を
設け、可能な限り歩車道分離に配慮する。
災害時は避難支援活動の拠点となる

生活情報や加治木の歴史、市民の
作品等に日常的に触れられるギャラリー
と情報発信コーナー

行政の執務スペースは、ゾーニングを明確にし、
組織の改変等にも対応しやすいように一か所に
集約する。あえて、メイン入口奥に配置することで
　　　　　　移動中に他の活動が目に入るようする

フリースペースは休憩や学習、仕事や食事、
多目的室との一体利用等多様な使い方を想定。
カウンターの一部にはPC電源とWifiを完備し、
働く人にも開かれた庁舎に

娯楽・休憩・学習・
お茶会等多様な
使い方のできる和室

機

ま

サ

機

サ

ま サ防

ま

2階に蓄電池・発電機等
を設置。
災害時の情報・通信室を
兼ねる

サーバー室は
無停電・
床免震構造
とする

防

防

会議・イベント・サークル活動など
多様な使い方を想定した多目的室。
可動間仕切りによる分割やデッキと
一体利用も可能。
間仕切りを取り払えば、備蓄倉庫、
防災室と一体の災害対策本部とする
ことも可能

ボルタリングの出来る壁や
屋外健康器具などを揃えた
広場

ま
２階

デッキへ

２階フリー
スペースへ

南側広場へ
南側広場へ

防

2階に備蓄倉庫を設置。
廊下部分と多目的室との間の
間仕切りは非常時に取り払える

防

デッキからは椋鳩十文学記念館が
見える。

観覧デッキからは多目的ホールや
にぎわい広場の活動が眺められる

ま

ま 防

ま
自由に使える広々とした
屋外デッキ。
災害時には一時避難ス
ペースとしても利用

ま

ま 外でも遊べる
子どもの遊び場

防

ま 居心地の良い
学習コーナー

ユ

ユ
ユ

ユ
ユ

基本課題⑤　　　：市民サービスの向上を

基本課題③　　　： ユニバーサルデザインを取り入れた、人にやさしい施設 基本課題④　　　：市民に親しまれ、まちづくりの拠点となる施設ま

サ

ユ

基本課題⑥　　　：機能性・効率性の高い施設機

ユニバーサルデザインの精神に則り、段差のない動線、エレベーターの設置、多様な利
用者を想定したカウンター、多様な人の使用が可能なだれでもトイレなど、すべての利
用者が使いやすい庁舎を目指します。

また、ハード面の整備だけでなく、設計プロセスの共有やワークショップなどを通じて、市民活
動の活性化を支援していきます。

・使いやすく分かりやすい端末機による番号発行と案内を最適化するシステムの導入
・スマホアプリや呼び出し端末の貸し出しによる、順番お知らせサービスの提供
・どの席ででも窓口サービスが受けられるどこでもカウンターの採用とワンストップサービスの提供
・仕切り板によるプライバシー確保　・ゆとりのある待合席　・プライバシーを守り記載しやすい記載台

実現する施設

災害に備えた
マンホールトイレ

←フリースペースとコミュニティ
   キッチンを使った飲み物付き
   のミニコンサート

通風や全熱交換システムによる換気、対面を避けた雁行デスクユニットにより安全と
快適性に配慮し、執務支援ゾーンを効率的に配置することで執務を全面バックアップ
します。

「機能の複合・連携」「利便性の高いシステムの導入」「連携の可能性を最大限引き
出す空間構成」によってさまざまな使い方のできる利便性の高い庁舎を目指します。
また、会議室と多目的室を統合するなどの省スペース化によって、空間の利用率=にぎ
わい感を高め効率の良い施設とします。

※スマホ連携などにより、庁舎全体が待合室となり、待合時間を施設の利用時間に変えることができます。



特定課題　　　：子育て世代のニーズを反映できる、子育て支援機能特定課題　　　：子どもたちの学びの場としての機能 特定課題　　　：学び舎集いの場として若い世代や高齢者などが世代を超えて交流できる地域拠点機能

特定課題　　　：健康づくりに寄与する機能

特定課題　　　：限られた敷地の有効活用と適正規模の駐車場

吹抜

学 交 子

健

効

特定課題　　　：多目的スペースなどの交流機能多

これからの複合庁舎を考える上で、本施設が多
様な人々に利用されるためには、機能の足し算と
しての多機能複合施設であることを超え、機能と
空間が重なり響き合う多機能融合施設となるこ
とが重要だと考えます。

セレンディピティ：偶然に新たな発見をしたり、予期せず価値あるものを見つけることで幸運を手に入れる能力。
　　　　　　　　　　 今後、行政がサービスを提供するだけでなく、市民のこのような能力が発揮されるようになることが、
　　　　　　　　　　 ますます重要になってくると思われます。

計画地はいくつも点在している各
種学校や塾・教室等のほぼ中心に
位置しており、そのほとんどが1km
圏内にあります。実際、計画地の前
を通る学生の姿も多く見られ、学び
に関するニーズは大きいと思われま
す。

子どもたちの成長のために不可欠な、多様な人々と関わる機会を生むためには、本施設
が多様な人々に活用されることが必要です。
そのために、利用しやすい雰囲気をつくるとともに、さまざまな接点が生まれるように計画
し、偶然の出会いが学びを生むような、学び舎としての庁舎を目指します。

活気あるまちづくりを行う上で、子育て世代にとって住みやすいまちであることは最も重
要なポイントの一つです。加治木というまちを未来へとつないでいくために、子育て世
代を応援する庁舎を目指します。

高齢者に限らず市民みんなが健康であることは、介護費用や医療費の軽減につなが
り、ひいては、子育て世代の負担を減らしたり、予算を子育て世代にまわすことにつなが
ります。本施設は、健康増進によって子育て世代を後押しする庁舎を目指します。

限られた敷地を有効活用し、目的がなくとも訪れたくなる庁舎を目指します。
そのため、屋外空間においても、敷地全てに機能を割り当てるのではなく、余白と機能
の重なりを生み出すような空間構成をこころがけます。

加治木中メモリアル
ちびっこ広場

市民グラウンド東屋

トイレ

網掛川

旧保健センター

南側広場

椋鳩十文学記念館

敷地全てに機能を割り当てるのでは
なく、ゆったりとした緑地にベンチを分散
させる等して、目的がなくとももふらっと
来たくなるような雰囲気づくりを行います。

加治木の名の由来とされる、「柁の木伝説」(神様を乗せた船の柁（かじ）
が流れ着き、そこから芽が出て大樟になった)を親しみやすい壁画にし、
例えば地元切絵アーティストとのコラボレーション等で制作するなど、加治木
らしさを取り込んでいきます。

この土地の記憶を残します。

南側広場は市民の意見も取り入れつつ
使い方をきめていきます。

公園利用者用にも駐車場を用意。
イベントや災害時等で必要な場合は、市民
グラウンドに車を乗り入れできるようにしておく。

築山状になった子どもを
遊ばせることのできる広場。

安全や近隣への配慮のために
敷地外周には生垣等を設置。

必要な台数と南側広場の
面積の関係は協議しながら
決めていきます。

腰掛けてくつろげる階段状のデッキ。
屋外イベント時には客席やステージになる。

庁舎

だんだんデッキ

市民グラウンドとちびっこ広場の接点
に東屋を設けることで多世代交流の
きっかけをつくる。

健康広場

壁画

敷地レベルは周囲の状況や盛土・
残土の量を勘案しながら調整しつつ、
庁舎の地盤面は周囲より一段高く
なるように設定を行います。

駐車場
7台

駐車場
110台

駐車場
14台

駐車場
24台

２階デッキからの椋鳩十文学記念
館への眺望を確保、徒歩動線を確
保、関連情報の発信等、文学記念
館との連携を深めていきます。

遊歩道
敷地を回遊したり椋鳩十文学記念館へと
抜けたりできるゆったりとした道。
散歩やジョギングコースにもなります。

文

文

文

文

文

看護専門学校

龍桜高校

錦江小

加治木
高校

文
加治木小 文

加治木工業

並木学院
学習センター

JR錦江

JR加治木

10号線

九州自動車道
加治木JCT・IC

塾・教室・寮など

文
加治木中

1km

計画地

文
柁城小

現図書館

計画地周辺の学校等

子どもたちが普段の生活や学びを通
して成長していくためには、多様な人
々との関わり合いが不可欠ですが、
そのような機会は失われつつありま
す。

まず第一に、本施設が、子どもが学ぶための空間として居心地が良く、自ら通いたくなる
ような庁舎であることが大切です。
そのために、様々な学びの場を用意します。

　　子どもたちが通いたくなる庁舎とするための手法
・1階の図書館、図書館の学習カウンター、吹抜けのある学習コーナーなどの学びのスペースの他に、
　2階フリースペース、2階屋外デッキ、にぎわい広場とだんだんデッキ、散策路のベンチなど、その日の
　気分などに応じて使い分けられる多様で居心地の良い場をつくる
・周辺の様々な場所から徒歩や自転車などで通う際に自然と施設内に入れるように多様なアプロー
　チ動線を用意する
・情報ギャラリーなどで地域の歴史や情報などにも触れられるようにする
・スポーツや趣味、ダンスの練習など、勉学以外の目的でも活用されるように多様な場所をつくる
・多様な人々との出会いの場を用意する

学

コミュニティ
キッチン

多目的

フリー
スペース

主入口

木の遊び場
絵本の
部屋

保険
センター

図書室
情報

ギャラリー

執務室

学習コーナー

多目的ホール

和室
多目的

ギャラリー

デッキ

だんだんデッキ

こどもの
庭

健康広場

観覧デッキ

学習カウンター

にぎわい広場

　　  　　 多様な出会いを生むための手法
・多目的ホールや多目的室、和室やギャラリー、木の遊び場やフリースペース、多様な屋外スペースなど、
　さまざまに活動ができる場所を用意する
・多様なアプローチ動線を用意する
・行政機能をあえて奥に用意することで他の活動に触れる機会をつくる
・人々がくつろいだり活動している姿の表出によって、それを見た人々のセレンディピティ・活動意欲が
　刺激され、新しい活動が生み出されるような空間構成
・和室と学習コーナー、木の遊び場等、多様な世代の利用スペースの近接配置
・市民グラウンドとわんぱく広場の接点に東屋を設ける等、接点となるスペースを検討
・コミュニティキッチンを利用した子ども食堂等の開催による、経済的に不利な子ども、孤食世帯の見
　守りや多世代交流機会の提供、ボランティアによる学習支援等
・空間構成の多機能複合から多機能融合への転換と「居場所」としての空間デザインの徹底

学交多

機能空間 機能空間 機能空間 機能空間

機能空間 機能
空間

機能
空間

機能
空間

移動空間

移動空間と各機能空間に分節された空間構成
多機能複合

多機能融合
余白と機能の重なりを生み出すような空間構成

空間
機能

機能

機能

機能

機能

機能

機能

機能

余白
余白

健 健

効

効

効

効
子

交
学

学
学

学

子

子

健

健
子

交
交

学交多

学交多

多

学多

学交多

学交多

交

多
多

多

交
交

交

学交多
学交

学

健康広場・遊歩道と「柁の木伝説」の壁画

また、人々が健康で活き活きと暮ら
すためには、生きがいや役割を持ち
充実した日常があることも重要な要
素です。本施設では、多機能融合に
よって、高齢者の方にも役割を担っ
ていただく場を提供し、本施設を支
えていただくことができるような施設に
したいと考えます。

ハード面では、多目的ホールや保健センターなどの屋内スペース、市民グラウンドや健
康広場、散歩やジョギングの出来る
遊歩道などを整備します。

駐車場に関しては、北側に職員用の駐車スペースを確保するとともに、南側広場の利
用も考えられるため、敷地の余白を確保できる範囲で出来る限り駐車台数を確保する
ように努めます。また、休日には商店街や近隣の施設利用者に駐車場を開放し、連携
を深めることも考えています。

効

屋内外で利用可能な木の遊び場とこどもの庭

周学

健 効

多様な人々が集う施設であることが、まちのにぎ
わい創出にもつながりますが、そのためには、そこが
リラックスできたり、日々のお出かけ先となるよう
な、ここちよい「居場所」であることが重要です。
その実現のために、それぞれの空間の機能やスケ
ールに応じた「居場所」としてのデザインを徹底し
ます。
また、市産材を内外装の適所に多用し、人にやさ
しい居心地の良い空間づくりを行います。

誰でも気軽に立ち寄れるような、日常の中に溶
け込んだ施設とするために、機能と空間とを一対
一の対応関係で区切るのではなく、さまざまな機
能を空間の中に溶け込ませ、機能による心理的
バリアを低減させるよう配慮します。
そのために、市民の意見・ニーズを汲み取りなが
ら、さまざまな機能の関係性を吟味し、余白と機
能の重なりを生み出すような空間構成を追求し
ていきます。

そこで、本施設の計画では、学びを
「人との関わり合いの中からの学び」
をも含めたものとして捉え、地域全体
でこどもの学びを支える庁舎となるこ
とを目指します。

まち…まちとのつながりを感じさせるデザイン

建築…

家具…

安心と信頼感を与えるデザイン

使いやすく、人と人の
関係性を支えるデザイン

サイン…親しみやすく、
わかりやすいデザイン

スケールに応じた「居場所」のデザイン

ハード面では、親子で遊んだり、一時預かりのできる木の遊び場・こどもの庭や、絵本
を読んだり読み聞かせをする絵本の部屋を設置します。
ソフト面では、例えば子どもの見守りや読み聞かせをしてくれる高齢者のボランティアを
募集したり、運営団体を組織するな
ど、この場所で望ましい子どもの見守
り方法を検討したり、多目的室等で
子育て教室を開催したりといったこと
を進めることができます。

※組織編成として可能であれば、保健
センターに併設して子育て支援センタ
ー機能をもたせることも可能です。



特定課題：市民ニーズに応じた柔軟な運用 

特定課題：商店街との連携など、まちのにぎわい創出に寄与する機能 特定課題：周辺の公共施設の有効活用及び相乗効果

本施設が十分に活用され、その機能を発揮するためには、ハード
の整備だけではなく、課題やニーズを汲み取り可能性を広げるプ
ログラムの企画や、人材や地域資源の発掘・育成など、ソフト面
の整備も重要になってきます。
そのため、設計の段階からエリアマネジメントの視点を重視・共
有し、本事業の可能性を最大限に拡げられるように様々な関
係者と協力しながら業務を遂行していきます。
それによって、さまざまな世代の市民が参加し、みんなでコミュニ
ティをはぐくんでいくような文化がより確かで持続的なものになる
と考えます。

多様な機能を併せ持つ本施設では、閉庁時間での施設利用が見
込まれることから、行政機能とその他機能とのゾーニングを明確に
し、柔軟な施設利用が出来るように計画します。
そのため、行政機能とその他機能との間に閉庁ラインを設ける他、
いくつかの区画ラインを設けることで、多様な利用形態・利用時
間に対応できるように配慮します。

2階のフリースペースに隣接して、多様な使い方を想定したコミュ
ニティキッチンを計画します。飲食空間は「誰でもそこに滞在して
良い」というメッセージを伝え、人と人をつなげる力があります。
コミュニティキッチンの積極的な活用が、にぎわいを生み、まちを
活性化する大きな力になると考えます。

本施設の運営にあたっては、敷地内、建物内で完結するのではなく、にぎわい
広場を含む庁舎のスペースを商店街や地域の方に開放して積極的に利用して
もらうなど、まちとともに育てあう庁舎を目指します。
また、加治木にはさまざまな史跡や神社、昔ながらの石垣など、徒歩圏内に多く
の見どころやほっとする場所があり、これらを活かすことも大切だと考えます。

文

文

文

文

文

文
文

文

計画地

文

計画地周辺の商店街や公共施設・史跡等

JR錦江

JR加治木

10号線

九州自動車道
加治木JCT・IC

商店街・公共施設・史跡など

現図書館
加治木郷土館

ふれあい物産館

商店街

椋鳩十文学記念館

森山家住宅
引揚記念碑

曽木家の門
島津家屋形の跡

御里窯跡

田の神
般若寺跡

島津家墓地後藤塚

田の神

田の神

田の神

長年寺跡

実窓寺跡

伊集院源次郎忠眞の墓
江夏友賢の墓

萬齢山椿窓寺跡

南浦文之の墓

加治木土木事務所

神社

加治木城跡

大楠
跡

まちとともに育てあう庁舎とするための手法
・庁舎や広場に人が集まることによって商店街等への波及効果を生む
・人々の活動を可視化する空間構成によってにぎわい創出とまちの活性化を図る
・商店街や椋鳩十文学記念館など周辺施設の旬の情報を提供
・商店街や文学館などと連携した同時イベントや、店舗・人紹介イベントなどの開催
・にぎわい広場での商店街主催のイベント開催及び商店街への誘導
・休日の駐車場開放や、平日の商店街の利用と連携した駐車サービスなど
・商店街等利用と連携した子ども預かりサービスなど
・商店街や加治木内で飲食店開業予定の方を、チャレンジキッチン貸し出しなどによって
　支援し、まちの活性化につなげる
・まち歩きイベントなどの開催による史跡紹介及び、それに連携した商店街や施設紹介
・マルシェや演奏会などによる集客と商店街店舗の参加による認知・アピール
・２階デッキから文学館を眺められるようにするとともに文学館へ抜ける動線を確保

閉庁ライン 利用形態によって使い分け
が可能な区画ライン

１階 2階
2階デッキ

だんだんデッキ

観覧デッキ

多目的ホール
図書室

にぎわい広場

1階多目的ホール、2階多目的室は、間仕切りによって可変性を
もたせるとともに、災害時にも対応できるように計画します。

備蓄倉庫

災害対策本部等 防災室

炊き出し
室

多目的ホール

グリッド型の間仕切りシステム

豊富な収納スペース

1階多目的ホールはグリッド型の自立式間仕
切りシステムを備え、各種イベントやホールの
同時利用、感染症対策、災害時の避難所区
画等多様な使い方に対応します

また、時間帯や利用規模によっては、職員用駐車場を開放し出入
りを宿直室前に制限することも想定しています。
施設の予約状況や利用状況、利用可能範囲他各種情報を案内
するデジタルサイネージを、主入口近くに設置することも検討します。

※エリアマネジメント：地域における良好な環境や地域の価値を　維持・向上させるための、
                           住民・事業主・地権者等による主体的な取組
エリアマネジメントのポイント：１．「つくること」だけではなく、「育てること」　

２．住民・事業主・地権者等が主体的に進めること
３．多くの住民・事業主・地権者等が関わり合いながら進めること
４．一定のエリアを対象としていること

だんだんデッキによって囲われ、一体感のある多目的ホールとにぎわい広場

だんだんデッキ
普段は休憩したりお弁当を食べたりできる。
イベント時は観客席やステージとしても利用可能。

にぎわい広場
多目的ホールと一体的な利用が可能。
マルシェや演奏会などのイベントや災害時の防災拠点ともなる。

観覧デッキ
２階デッキからアクセス可能。
多目的ホールや広場の活動を観覧できる。

サークル形状の建物
中の活動がさまざまな方向に表出される。

メインの入口の大庇
建物はさまざまな方向からアプローチが可能であるが、始めて訪れた人にも
分かりやすいように大きな庇を設ける。ここから行政執務室までの動線は
シンプルにしつつ、様々な活動が目に入るように計画している。

緑のある散策路
敷地に潤いを与え、市民の憩いの場とする。

・郷土料理研究や料理教室などによる、文化の継承や、健康増進
・曜日限定のこども食堂・みんな食堂の開催による多世代交流機会の
　提供、こどものサポートや見守り・高齢化による孤食の解消
・開業予定者にチャレンジキッチンとして貸し出し、開業を支援
・イベントでのケータリングサービス利用による料理の提供
・商店街や人気店による出張レストラン
・イベント時の給湯、仕出し室として利用
・スポーツ活動後の2次会で利用　　など

※チャレンジキッチン・・・加治木で飲食店の開業などを予定している人に、条件付きでスペースを貸し
　出し、支援を行います。メニューや価格などを試してお客さんの生の声を聞けたり、事前にファンを
　作ったりできるといったメリットがあり、開業のハードルを下げることでまちの活性化につながります。

2階は内外含めて多様な使い方を想定しており、
災害時に災害支援機能に特化することも可能

多様な区画ラインの設定

多目的ホールの間仕切りシステム 2階を災害支援機能に特化した場合

コミュニティキッチンの活用例

雨に濡れずに多様な使い方が可能。学生や若者を含む住民に発表
や活動の場を提供し、イベントなどでまちの活性化につなげます。
多目的ホールとの一体利用でダイナミックに活用することも可能です。


